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　月や火星など，天体ごとに地質時代を大区分する
とき，「代」と「紀」のどちらを使うべきか．月なら例え
ば，Imbrian Periodの訳語はインブリア代なのか，
それともインブリア紀なのか．正解は「紀」であると
筆者は考える．その理由を研究史にもとづいて解説
することが小論の目的である．その前提として，「代」
や「紀」など，地質年代の区分について，はじめに解
説する．というのも，月でPeriodという語を使い始
めた研究者達は，地球の層位学を下敷きにしていた
からである[1, p. v i i ]．「代」も「紀」も，層位学の伝統
的な術語なのである．
　まず，「紀」とは何か．いちばん若い地層の集合を
第四系(Quaternary System)とよび，それらが堆
積した時代として第四紀(Quaternary Period)が
定義される．つまり，Systemと一括される地層群
があって，それをもとに時代区分としてのPeriodが
定義されるわけである．Quaternaryはもともと，
Primary, Secondary, Tert iaryとともに，それ
らより若いSystemとして，Giovanni Arduinoに
よって18世紀半ばに定義された[2]．Secondaryは
今日いうところの中生代の地層群に，Tert iaryは
第四紀を除いた新生代の地層群にほぼ相当する．そ
の後，カンブリア系やオルドビス系など，地名や古代
の部族名を冠したもろもろのSystemが定義されて
いった．そしてそれらをまとめて，古生界(Paleozoic 
Erathem)や中 生 界 (Mesozoic Erathem)や 新
生界(Cenozoic Erathem)が定義され，また，そ
れらに対応する期間として中生代などのEraすなわ

ち「代」が定義された．つまりまず，古生界がAdam 
Sedgewickによって1838年に定義され[3]，続いて
惑星地質学の開祖でもあるJohn Phi l l ips [4]によっ
て中生界と新生界が1841年に定義された．こうした
地層群の区分をするのが層位学(strat igraphy)で，
その基礎になっているのが，より新しい地層がより上
位に横たわるという，地層累重の法則(the law or 
pr inciple of superposit ion)である．
　 月の 地質年 代 区 分 は1960年 代 のはじめに
Shoemakerらによって開始された．その記念碑的
論文であるShoemaker and Hackman (1962)の

「Strat igraphic basis for a lunar t ime sca le」
という論文[5]の第1ページの「The geolog ica l law 
of superposit ion is as va l id for the Moon as 
it is for the Earth」という文は，地層累重の法則
だけを言っているのではなく，層位学的考え方が月
にも通用する，という宣言として読むべきなのであ
る．それには地層累重の法則のほか，the principle 
o f or ig i n a l hor i z ont a l i t y と cro s s cut t i ng 
relat ionshipがある[6, 第8章]．「地層はもともと
水平に近い姿勢で堆積する」というのが前者であり，

「ある物が他の物を切っているなら，切られているほ
うが古い」というのが後者である．これらは惑星地質
学の基本的考え方であり，これらを使って地層の新
旧の順序体系が組み立てられる[1, 第2章]．こうして
地層が分類され，それにもとづいて「系」や「紀」が定
義される．これなら，放射年代データなど絶対年代の
情報がなくても，時代区分ができるわけである．こう
した組織的作業が月の表側の中央部で1960年頃に
はじまり，Imbrian などの「系」や「紀」が定義された．
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　しかし月の「紀」が地球のそれより桁違いに長い期
間であるらしいことは，1962年時点ですでに認識さ
れていたのである[7]．地球の「紀」のなかで一番長い
白亜紀でさえ継続期間が約7.7千万年[8]であるのに
対し，ネクタリス紀を含めて[9]，月の「紀」はそれぞれ
億年単位の期間である．つまり月で層位学的研究を
進めたShoemakerやWilhelmsらは，地球でいえ
ば「代」に相当するような期間であることをわかった
うえで「紀」を使ったのである．
　地球の層位学でそう訳すからというだけでなく，
このような経緯から，月や他の惑星のPeriodや
Systemは「紀」や「系」と訳されるべきであると筆者
は考える．層位学において，地層区分は時代区分に
先んじる．地層区分にSystem（系）を使えば必然的
に時代区分はPeriod（紀）になるわけである．
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